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母 性遺 伝現象 の 蛍光顕微測光 に よ る解析

黒岩常祥　（基生研）

総 て の 真 核 細 胞 生 物 は 、 細 胞 を
一

っ の 単 位 と し て 成 り 立 っ

て い る 。 遺 伝 情 報 を 担 う DNA は 、 こ の 細 胞 の 細 胞 核 、 ミ

ト コ ン ド リ ア に 、 植 物 で あ れ ば 、 こ の 他 に 色 素 体 に 局 在 し

て お り 、 独 自 の 蛋 白 質 と 結 合 し 、 高 次 構 造 （核 ） を 形 成 し

て い る 。 従 っ て 、 細 胞 は 三 核 （細 胞 三 核 説 ） と 書 え よ う 。

こ の 内 、 細 胞 核 の 遺 伝 子 は 、 両 親 か ら
一

組 み （1 ゲ ノ ム ）

ず つ 伝 達 さ れ た も の で あ り 、 多 く は 形 態 形 成 に 関 す る 遺 伝

情 報 を 含 ん で い る 。 そ れ 故 に 、　［子 は 親 に 似 る ］ の で あ る 。

が 、 生 物 の エ ネ ル ギ ー 変 換 器 と も い う べ き 、 ミ ト コ ド リ ア

と 色 素 体 は 、 母 方 の 形 質 の み が 子 に 伝 達 さ れ る 、 所 謂 、 概

性 遺 伝 で あ り 、 こ れ は 真 核 生 物 に i共 通 の 現 象 で あ る 。 と こ

ろ が 、 こ の 機 構 に 関 し て は 殆 ど 明 ら か で な か っ た 。

1982 年 、 我 々 は 、 ク ラ ミ ド モ ナ ス と 高 分 解 能 蛍 光 顕 徴

鏡 を 用 い て 、 雌 雄 配 偶 子 の 接 合 後 ま も な く 雄 配 偶 子 由 来 の

色 素 体 核 （DNA ） が 選 択 的 に 消 失 （分 解 ） さ れ 、 雌 由 来

の 色 素 体 核 は 残 る こ と を 発 見 し た 。 こ の 現 象 を 母 性 遺 伝 の

機 構 と 考 え て い る 。 こ の 分 子 機 構 を 明 ら か に す る た め に 、

蛍 光 顕 微 測 光 、 生 理 、 生 化 学 的 分 析 、 遺 伝 学 的 方 法 等 を 用

い て 総 合 的 に 調 べ た 。 そ の 結 果 、 母 性 遺 伝 の 機 構 に 関 す る

新 説 （能 動 消 化 説 ） を 提 唱 す る に 至 っ た 。 本 講 演 で は 、 そ

の 主 旨 、 即 ち 、 雌 雄 配 偶 子 の 接 合 後 、 雌 配 偶 子 由 来 細 胞 核

内 で 特 異 な mRNA が 合 成 さ れ 、 こ れ に 基 っ い て 蛋 白 質 が

細 胞 質 で 合 成 さ れ る 。 こ れ が 、 Ca 要 求 性 の ヌ ク レ ア ー ゼ

（ヌ ク レ ア ー ゼ 　 C と 命 名 ） を 活 性 化 さ せ 、 こ の 酵 素 が 特

異 的 に 雄 の 色 素 体 核 （DNA ） を 分 解 す る と い う 点 を 、 述

べ る と と も に 、 こ の 解 析 に お け る 蛍 光 顕 微 鏡 法 の 意 義 に っ

い て も 触 れ た い 。
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